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個々への寄り添いを中心に 

2003（平成15年）カリキュラム改定 

 1999(平成11)年に、文部科学省は『学習指導

要領』を改定しました。この『学習指導要領』で

は、参加体験型の授業や新たに「総合的な学習の時

間」を３年間で３～6単位学習する、ということが

目玉になっています。この改訂に伴うカリキュラム

は、2003(平成15)年から実施されることとなり

ました。 

 泉鳥取高校では、高校卒業の学力保障をすること

を重視し、選択科目を増やすよりも少人数展開を実

施するという方向性を出しました。 

 学校設定科目としては、実力国語（国語）、応用

数学、数学演習（数学）、教養科学（理科）、ライ

フスポーツ（保体）、英語読解演習（英語）、生活

文化（家庭）、ホームページデザイン演習、表計算

演習（情報）という科目が設定されましたが、学校

設定教科としては「地域活動」という教科を設定し

「ボランティア」という科目を設定しました。この

「ボランティア」という科目については、改めて特

集します。 

 １年の数学と英語の授業は少人数展開を実施し、

基礎学力を高めていく方向でカリキュラムが設定さ

れています。 

 そして、大きな変更は、原級留置となる進級規定

が改定され、年度末の追認が導入され、原級留置

（留年）する生徒が激減しました。 

 このカリキュラムがスタートする年には、学年職

員室を作り、一人一人の生徒に教職員が寄り添う流

れで学校改革が進んだのです。 

 一方、2002(平成14)年、府立貝塚高等学校が

総合学科に単独改編され、膨大な選択科目を有する学校が

泉南地区に登場しました。また、2009(平成21)年に

は、府立砂川高校と府立泉南高校が統合され、普通科総合

選択制のりんくう翔南高校が誕生しました。多様化の流れ

が大阪府内に流れる中、泉鳥取高校は「生徒への寄り添

い」と「地域への寄り添い」をキーワードに、教育が進ん

でいくことになります。 

2004（平成16）年度の学校紹介パンフレット。2003年度

に改定された教育課程が掲載されています。  ⇒ 


